
ontrol Planner/SimulatorTM(CP/S)は、制御システ
ムの記述、テスト、実装を行う設計ツールで、システ

ムをテストしその全体像を把握できるようにするものです。

CP/Sは制御システムの設計サイクルのあらゆる段階に関与
し、次のような手段をユーザに提供します。

● 問題を迅速に特定するために、PLCTMユニット同士お
よびその環境との論理的な対話をレイアウトし、確認
します。

● 問題に対する対応策を提示します。

● 結果をテストします。

CP/Sを使用してシステムのプロトタイプを設計することに
より、実際のソフトウェアおよびハードウェアの見た目と
使い心地を感じられる動作モデルを作成できます。このモ
デルは、承認プロセス、テスト、また最終的には実装にも
使用できます。

CP/Sソフトウェアは、オフラインの反復型設計およびテス
トプロセスを採用していて、高品質でより堅固な実装を実
現しています。重要な点は、設計の信頼性が向上すること
によって工場現場での試運転時間が削減できることです。
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開開発発ププロロセセススのの簡簡略略化化
設計段階では、CP/Sはアップストリームのエンジニ
アリングデータを再利用することで開発を簡略化します。
次のものをインポートできます。

● SolidWorks®およびその他の視覚化テクノロジ
からの3Dグラフィックスおよびアニメーション

● RSTestStandTMファイル―CP/Sは複数の
RSTestStandファイルを連結できるので、ユ
ニットのテストをシステムレベルで再利用でき
ます。

● XML(拡張マークアップ言語)を使用した他のア
プリケーションからのプロジェクトモデル―
XMLにより、CADモデリングパッケージやデ
ータ管理システムなどのアプリケーションから
のインポートが可能になります。

また、プロジェクトモデルのすべてまたは一部を他の
パッケージやデータ管理システムへエクスポートし、
そこで作業し、再びインポートすることもできます。

さらにCP/Sによる開発の簡略化には、標準ライブラ
リを使用することと独自のライブラリを構築すること
があります。これらのライブラリを他の開発者と共有
することができ、開発チーム内でプロジェクトリソー
スを標準化できます。



モデルの精度の向上
CP/Sパーツ・フロー・モデルは、トップダウン式にシステ
ムを構築する場合に役立ち、プロセスのレイアウトを支援し
ます。システム内を移動するパーツのモデルを提供すること
により、テスト環境におけるシステムの視点が得られ、複数
のユニットのテストを統合できます。これにより、より精度
の高いモデルと質の高い制御が可能になります。パーツ・フ
ロー・モデルは、システム全体の対話と最終目標、つまりよ
りよい製品を作ることに主眼が置かれるようにするものです。

パーツ・フロー・モデルは、初期制御システム設計を概念化
したり、あるタスクを実現するために各種リソースが連携す
る場所を示したりするのに便利です。

またCP/Sパーツ・フロー・モデルは、パーツの最適場所検
出について、リアルにシミュレートされたフィードバックを
制御システムへ提供します。

アプリケーションのデータフローを視覚化
接続図はアプリケーションのデータフローにウエートを置い
ており、リソースに対する別の見方や機能の仕方が理解でき
ます。接続図では、接続されているリソースのデータフロー
を表示することで、編集中またはランタイム時における各リ
ソースの相関を理解することができます。

接続図は、リソースを図にドラッグすることで簡単に作成で
きます。既存のリソース接続は自動的にコピーされます。

視覚的に洗練された3Dアニメーションの採用
シンプルでありながら強力なCP/Sのアニメーションインタ
ーフェイスにより、3Dアニメーションを追加することがで
きるので、システムを視覚化できます。アニメーションは、
予測できない形で対話している制御エレメントの関係を理解
するのに役立ちます。
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パーツ・フロー・モデルは、パーツがどのようにシステム内を移動している
かを表示し、システムの全体像を把握することができます。

3Dアニメーションは、システムを視覚化するのに役立ち、リアルなトレーニ
ングモジュールを提供します。

接続図は、階層構造よりアプリケーションのデータフローにウエートを置い
ています。

パーツ・フロー・モデルは次のデバイスをサポートします。

●パーツジェネレータ ●コンベア ●バッファ
●ムーバ ●マルチプレクサ ●ディスポーザ
●ロケーション



ああいいままいいささをを解解消消ししててよよりり早早くく承承認認をを獲獲得得
CP/Sパーツフロー図、接続図、および3Dアニメーション
を使用することにより、関係者は制御アプリケーションの
動作とその実現方法を承認プロセスの初期段階で理解でき
ます。設計に対するフィードバックが得られるために、次
のようなことが可能になります。

● 制御およびプロセスエンジニアとの間のあいまいさを
解消できます。

● オペレータと技師から早期に情報を得られ、それを採
用できます。

● ターゲットアプリケーションが実際にどのように動作
するかを明確にできます。

CP/Sを使用して得られた設計に対するフィードバックによ
り、さまざまな関係者からの要望を早めに取り込むことが
可能になり、また今後の変更も小規模で済みます。

シシスステテムムパパフフォォーーママンンススののテテスストト
アプリケーションモデルを構築したら、CP/Sを使用して、
アプリケーションをインストールして起動する前に、制御
プログラムのテストをインタラクティブにデスクトップで
実行します。CP/Sは、PLCに対するフィールド入力および
出力をプロセスのシミュレーションに置き換えます。ユー
ザインターフェイスはプロセスを通じて制御プログラムと
動的に対話し、エラーをチェックしてシステムの応答が範
囲外の状態であるかどうかを判断します。

制御システムのテストは、体系化し反復可能でなければな
らないので、CP/S TestScriptsを使用してテスト環境を
制御し、自動化された手順を使用して受け入れテストを実
行します。TestScriptsを通じて、テストの各段階でテス
タを先導し、またプロセスを通じて動的に制御システムと
対話する電子フォームを作成します。

シシスステテムムののテテスストト済済みみココーードドをを繰繰りり返返しし実実装装
CP/Sのモジュール式手法と製品で採用されているツールに
より、仮想コンポーネントを徐々に実際のコンポーネント
に置き換えることができます。この反復手法は、モジュー
ル構築型の設計原理をサポートするのに役立ちます。

ププラランントトででののトトレレーーニニンンググののササポポーートト
3Dアニメーションと実際の制御コードを使用してオペレー
タと保守技術者をトレーニングします。工場現場で高価な
装置と接続せずにトレーニングを行えます。
トレーニングモジュールの作成は簡単です。CP/Sと共に、
工場現場で使用するものと同じ制御コードを使用します。
この手法では高価な装置を使わずに済むので、コストを削
減し、システムの安全を確保しながら、実際の運用の前に
運用上の理解を深めることができます。CP/Sトレーニング
モジュールは、実行モードで起動する実行専用ファイルです。

CCPP//SSラライイブブララリリをを使使用用ししたた
アアププリリケケーーシショョンンのの標標準準化化
CP/Sには、アプリケーションの構築を開始するために使用
できるリソースで構成された標準ライブラリがあります。
アプリケーションを構築する際、作成したリソースを保存
して他のプロジェクトで使用可能なライブラリセットを構
築し、それを他の開発者に送信できます。

そそのの他他ののCCPP//SS機機能能
CP/Sは、RSLogixTMをOPCサーバとして使用したアレ
ン・ブラドリーPLCをサポートします。また、他のOPC
2.0準拠サーバもサポートします。これには、分散および継
続ループ用のカスタマイズ可能なアプリケーションライブ
ラリが含まれていて、エンジニアはこれまでのアプリケー
ションからのエレメントを標準化したり再利用したりでき
ます。

CP/Sはロックウェル・ソフトウェアDesign Automation
ファミリーにおける重要な製品です。RSAutomation
DesktopTMを完全サポートし、CP/Sアプリケーションテン
プレートを作成してプロジェクトでそれを再利用できます。
コード生成システムを使用して、CP/Sプロジェクトの各部
と制御システムソフトウェア内の個々のコンポーネントと
をリンクできます。RSAutomation Desktopフレームワ
ークは、バージョン制御とセキュリティも提供します。

TestScriptsの主な機能

● そのまま使用することもVBスクリプトを使用して変
更することもできる標準フォーム

● テストフォーム用の実行スレッドの分離―テストフ
ォームが表示されるとCP/Sが継続して実行

● カンマ区切りフォーマット(CSV)ファイルへのテス
ト結果のロギング

● 各テストでテスタ名を入力するプロンプト

● プロセスへ無作為で障害を取り入れる機能
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RRSSTTeessttSSttaannddととのの関関係係
RSTestStandとCP/Sは、デスクトップ上で制御システム
を対話的に開発してテストできます。RSTestStandは、
PLCコンポーネントコードのユニットテスト用に開発され
たものです。CP/Sはシステムテストおよび制御システムの
全体像を表示するために開発されました。ただし、両方と
も共通する機能や同じ実行エンジン(フローチャートおよび
Visual Basicスクリプト)については同じユーザインターフ
ェイスを装備しています。

シシスステテムム要要件件

● IBM®互換Pentium®III以上、最低1GHz

● CD-ROMドライブ

● 3.5インチフロッピードライブ

● Microsoft® Windows® 2000またはWindows XP
オペレーティングシステム

● 20MB以上のハードディスク容量

● 最小256MB RAM(512MBを推奨)

● VGA以上の解像度(3Dアニメーション用にOpenGLを
サポートするグラフィックアダプタを推奨)

● Microsoft Internet Explorer 5.5以上

カカタタロロググ番番号号

● 99331100--CCPPSSEENNEE Control Planner/Simulator

● 99331100--CCPPSSAAUUTTOOEENNEE
Control Planner/Simulator、Body Shop Library、
およびRSLinx
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